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Pl−88　 術前化学療法後 に根治術 を施 行 しえ た 子宮 頸 部扁平上 皮癌例 の 予後 因 子の 検討
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【目的1術前化学療法 （NAC ）後 に根治術 を施行 し えた 子宮頸部扁平上皮癌 E 〆III期例の 予後因子の解析と術後補助療法の選

択 に つ い て の 検討．【方法】1990年 よ り2005 年 12月まで に NAC 後 に 根治術 を施行 し えた 子宮頸部扁平上 皮癌 38例 （UA

期 6例，IIB期 16例 ，　 IIIB期 16例）を対象と した．術前に Cisplatin，　 Nedaplatin等の プ ラチ ナ 誘導体中心 の 多剤併用療法

を動注 あ る い は静注 で 行 っ た．術 後 補助 療 法 は．化 学 療 法 を 8 例，化 学 放 射 線療 法 を 12例，放 射線 療 法 を 16例 に行 っ た （な

し2 例）．腫瘍縮小率．腫瘍マ
ー

カ
ー

値の 推移，リ ンパ 節転移の 有無，ypTMN 分類 に よ る予後に つ い て 解析 した，治療効果

判定 は RECIST 基 準，有 意差 検定 は Logrank亡est，多変 量解析 は Cox 比 例 ハ ザードモ デ ル を用 い た．【成績】NAC 前腫瘍平 均

径 50．6mm （32− 88mm ），中央値 50．Omm ，縮小率 48．1％ （0〜80％）．治療効果 は CR3 例，　 PR19例，　 SD4 例，判定不能 12
例．SCC 平均値 （ng ／ml ）14．1〜4．2，　 SCC 巾央値 5．4〜1．2 （NAC 甑 後），　 NAC 前 CEA 高値例 に は yNl 例が 多く見 られ た．
術後病理 診断 に て 23例 に骨盤 リ ン パ 節転移，8例 に傍大動脈 リ ン パ 節転移を認め た （14例 に PAN 郭清追加施行），　 yTl 群 は

yT2 群 に 比 べ 予後良好で あっ た，複数部位 リ ン パ 節転移陽 性の 例，総 腸骨節転移陽性例 は予後不良で あ っ た，リ ン パ 節転移

個数が 3個以上 の 時 に は 2 個以下に 比べ て 予後不良で あっ た （p ≡0．06）．再発死亡 は ほ と ん どが 3 年未満で ，術後補助療法 の

違 い に よ る予後の 差 は なか っ た．3年生存率は 7596，5年生存率は 56β％ で あ っ た，【結論】NAC 例 に お い て も根治術後の 病

理 診断を 1一分 に 検討 し術後補助 療法 を決 定する 必 要が あ る が，さ らな る予後の 改 善 に は新た な術後補助療法の 開発 が必要で

ある．
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【目的】進行子宮頸が ん に 対する Neoadjuvant　chemotherapy （NAC ）の 役割 を検討する 【方法】1988− 2005年 の 期間に治療

経過観察を行 っ た 子 宮頸部腺癌 の うち治療前に 病理 診断が得 られ，か つ 初回 治療が CDDP を含む化学療法を受けた 19症例

を対象 とし臨床 デ
ータ を検討 した．検討項卩は，年齢，臨床病期，組織型，MRI に よ る 腫瘍径，腫瘍 マ ーカ ー （CEA ．　 CA

l25，19−9，　SCC），抗癌剤治療効果，　 NAC 後選択 され た治療方法，術後 無 病生 存期間 と した．【成 績】19症 例 の 観察期聞 9〜89
ヶ 月間 （中央値 34 ヶ 月），年齢 36〜63，臨床病期 Ib2 ；6 例，　 Ila；3例，　 IIb：7 例，　 IIIb：3 例，組織型 Mucinous 　type 　5 例，　En −

dometrioid　typel4例，腫瘍マ ーカー陰牲 4例，陽性 15例 （CEA7 ，　 CAI2511，　CAI9−99，　SCC　O）抗癌剤治療効果 PR ；13
例．NC ；2例．　 PD 　；4 例，　 NAC 後の 治 療法，手術 療法 15例，放射線療法 2例 ，抗癌剤治 療 2例，　NAC 後 の 手術施行率 は 79％
（15／19＞手術療法に お ける 肉眼的完全摘出率 87％ （12／15）残存症例 は膀胱浸潤 1 例．腹膜播種 1例 で あっ た．術式 は広汎子

宮全摘 出術が 12例 に行 わ れ，拡 大 術 式 と し て 膀胱 部 分切除 1例 ，膀胱全摘出術 2 例，直腸 低位前方 切除術 1 例行 っ た．術後

再 発 例 は 33％ （4／12＞術後無病生存期 問 は 16− 8D ．
月 問 （中央値 29ヶ 月問）【結 論】進行子 宮頸部腺癌 に対 する NAC は完

全 手術 を行 えた 場合の 再発率は 33％ で あ り根治療法 を 目指す戦略の な か で 重要 な位置 を 占め る と考え られ る．また，完全摘

出を可能 とす るため の 術式拡大は，骨盤機能外科手術 として検討すべ き課題と思われた．

P1−90　 進 行 子宮 頸 癌 にお け る Neoadjuvan 亡chemotherapy （POMP 療法）の 治療成績 の 検討
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【目的】今 回，我 々 は子 宮頸癌 に 対 す る Neoadjuvant　chemotherapy と して以 前 よ り使用 して い る POMP （peplomycin，　 vin −

cristine ，　mitomycine 　C，　 cisplatin ）療法の 有効性 に つ い て 検討 した．【方法1当科で 1992年 5 月 よ り2   6年5H まで に手術

前ある い は 放射線治療前 に POMP 療法 （peplomycin　3，5mg 〆m2 　day　l〜5，　vincristjne 　O．7mg ／mz 　day　5，　mitomycine 　C　7mg ．！mz
day　5，　cisplatin 　50mg／m2 　day　5＞を施行した．腫瘍径 4cm 以上 の進行子宮頸癌 28例を対象とした．年齢 は 27〜78歳 （平均

50歳 ）で あ っ た．施行 回数 は 1〜4 回 〔平 均 2 回）で あ っ た．臨床 進 行 期 は Ib2期 が 5例．　 Ila期 が 3例，　 IIb期 が 12例，　 Ulb
期が 2 例，IVa 期が 1例，　 IVb 期が 5 例で あ っ た．組織型 は非角化型扁平上 皮癌 が 20 例，角化型扁平 lt皮癌が 7 例，腺扁平

上 皮 癌 が 1 例 で あ っ た，観 察期 間 は 5 ヶ 月〜13年 5 ヶ 月 （平 均 42 ヶ 月）で あ っ た，【成績】Neoadjuvant　chemotherapy の 治

療成 績 は，CR 　1例，　 PR14例 で，奏効率 は 53，6％ で あ っ た，そ の 後手術 を 施行 し た の が 14症 例 （Ib2期 ： 5例，　 Ila期 ：3
例，Hb 期 ：6 例），放射線治療 を 施行 した の が 14症 例 （IIb期 ： 6例 ，　 IIIb期 ：2 例 ，　 IVa 期 ： 1 例，　 IVb 期 ：5 例 ）で あ っ た．
再発 は 11症例 で み られ た．その 初 回再発部位 は 局所が 4 例，遠隔が 9 例で あ っ た （2 例 は重複）．転帰 は手術 と放射線療法で

そ れぞ れ 無病 生 存 が 11例 13 例，担 癌生 存が O例 ，3例，癌 死 が 3例，8例 で あ っ た ．【結論】進行子宮頸癌 に 対 す る POMP

療法で は遠 隔 転移 を十 分魏え きれ な い 可 能性 が示唆 さ れ た．
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